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内 容 

1. 合成開口レーダー（SAR：Synthetic Aperture Radar）とは 
 
2. 世界最高水準の機能・性能を有するNICTの“Pi-SAR2” 
 
3. 小型航空機搭載用高分解能合成開口レーダーの研究開発 
  における目標と課題 
 
4. 研究開発の成果 
 
5. 今後の研究開発成果の展開および利活用に向けた取り組み 
 
6. まとめ 
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4. 研究開発の成果 
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5. 今後の研究開発成果の展開 
    および波及効果創出への取り組み 
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6. まとめ 

▌本研究開発では、発災時に迅速かつ高精度に被災状況を把握可能な 
小型航空機搭載の合成開口レーダーを実現した。 

 

▌研究開発目標を達成すると共に、フライト実証評価で発災時の 
被災状況把握への有効性を確認した。 

 

▌今後、航空機搭載合成開口レーダーの実運用・利活用の拡大・普及 
に向けて積極的に取り組んでいく予定である。 

 




